
 

 

第 11回大学対抗交渉コンペティション 学生アンケート集計結果 
 

作成者：大阪大学交渉教育支援センター／INC事務局 

 

・アンケート実施年月日：2012年 12月 2日（日） 

・有効回答人数：126名 

・回答対象大学名： 東京大学、京都大学、大阪大学、九州大学、北海道大学、名古屋大学、 

中央大学、同志社大学、早稲田大学、慶応義塾大学、上智大学、一橋大学、 

東北大学、学習院大学、立命館大学、日本大学、Australian National University、 

University of Sydney （参加校数 18校、参加者 247名） 

 

 

Ｑ１. このコンペへの参加経験  

 

 

Ｑ２. 参加動機：あなたが本コンペティションに参加した動機をお聞かせください。 

 

 

126名, 71% 
3名, 1% 

44名, 25% 

5名, 3% 

なし 

第9回（2010） 

第10回(2011) 

回答なし 

39名, 

11% 

58名, 16% 

34名, 10% 

93名, 26% 

57名, 16% 

44名, 13% 

26名, 

7% 

2名, 1% 

ゼミ教官の勧め 

先輩の勧め 

友人の誘い 

交渉に興味があって 

仲裁や模擬裁判に興味 

他の大学の学生との交流 

その他 

無回答 
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Ｑ３. 本コンペティションに参加してよかったと思いますか？ 

 

 

Ｑ３－１. 上記の回答について理由がありましたらお書きください。 

（御意見例：1.とてもよかった 2.よかった 3.まあまあ 4.あまりよくなかった 5.参加しない方がよかった） 

１．実務に少しでも近い形で体感できた、友人が増えた。 

１．とにかくつらかった日々でしたが、確実に自分の力になった。 

１．実技で学べました。将来の明確なビジョンを持つことができました。 

１．自分のキャパと本当の性格が分かりました。とても勉強になりました。この経験を将来生かしていきたいで

す。 

１．社会に出てからも非常に大切な「考える力」と「話す力」を向上させることができたためです。準備段階で

は法律やビジネスについて深く考え、本番ではそれを過不足無く説得的に話すことが求められます。これらは実

際社会に出て働くようになっても問題解決にあたり当然必要な能力であり、それを学生のうちに鍛えることがで

きる本大会に参加したことは非常に有意義でした。 

１．他校の参加者も、審査員の方々も親切な対応をして下さるこのコンペの雰囲気が素晴らしいからです。 

１．普段ではお話をめったに聞けないような先生方とお話することができ、また交渉の内容以上のことを教えて

いただきました。また他校の方々と交流することができ、大変刺激のあるものでした。 

１．準備の過程での取り組み、本番の実施いずれでも多くの知識とモチベーション、友人を得られた。 

１．論理的に分かりやすく話す練習ができ、また審査員の方々のお話をお聞き出来て為になったから。 

１．2 ヶ月間頑張ることでゼミ生との絆を深めることができた。問題を通じてデリバティブ、フランチャイズ、

WTO etc…色々なことを知る機会になった。 

１．I participated with the goal to learn more about negotiation and arbitration and this goal has been 

fulfilled. 

１．リーダーとして準備をしてきたが、この経験が確実にこの先で大切なものになるため。 

１．I learned a lot about law and business practices. I also made a lot of friends. 

１．Making new friends. Working hard for the competition. The arbitration+negotiation was very interesting 

and exciting, I learned a lot. 

125名, 71% 

37名, 21% 

11名, 6% 1名, 0% 1名, 1% 2名, 1% 

とてもよかった 

よかった 

まあまあ 

あまりよくなかった 

参加しない方がよかった 

無回答 
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１．2 年目の出場により昨年度とは異なった視点でこの大会に臨むことが出来ました。 

１．結果や能力がシビアに要求される場所は少なくとも学生時代には中々出来ないと思うからです。また他の大

学の仲間と交流できる点でも良かったです。 

１．相手に対してどのように説明したら自分達の考えを誤解なく伝えることが出来るかについて、書面での表現

方法、理論構成、口頭で説明するときの声色など、準備段階から本番まで意識できた。今後も他人とのコミュニ

ケーションする際に非常に役立つと思う。 

１．準備段階が長く、今まで生きてきた中でこれほど取り組んだことはないくらい大変でしたが、この 2 ヶ月準

備期間を通じて多くのことを学ぶことができたからです。実際の交渉・仲裁ではあまり上手くいきませんでした

が、とても良い経験になりました。 

１．コンペを通じて自分の能力が伸びていることも、仲間の能力が伸びていることも目に見えてわかり、貴重か

つ素晴らしい経験だと感じたから。 

１．良い経験をしたと感じてはいますが、交渉では自分の“利益”を全然考えておらず、そのことを指摘されて

とてもショックをうけました（良い意味で） 

１．2 回参加しましたが、本当に貴重な経験が出来たからです。他大学との交流や普段お会い出来ないような職

種の方とお話しできるのはいい経験でした。参加のために 2 ヶ月かけた準備期間も非常に密度がこく、多くのこ

とを学べる場となっていました。 

１．終わったときの達成感が大きかった。他大学とのつながりをもてた。大学内に限られず、このコンペに参加

した者としての連帯感がうまれたように思う。審査員の方々から大変有意義なアドバイスがもらえた。今後社会

にでる身としてためになった。 

２．It’s good experience to participate in this program. I can learn a lot from the role play that gives and finds 

the way to solve the problem or issues that were provided. 

２．貴重だが、準備期間が短い。 

２．前年度と同様、大会までの準備期間ではやることが数多く忙しい日々でした。本番で全てを出し切れたわけ

ではありませんが、全力で取り組んだことで自分の改善点を見出し、成長する有意義な大会となりました。 

３．自信をなくした。 

３．足をひっぱってしまった事が多く悔しい想いをしました。でもだからこそ来年のコンペにでてリベンジした

いと思いました。 

 

Ｑ４. 問題はいかがでしたか？ 

（御意見例） 

・The problem was difficult but at the same time interesting for there were ways to interpret the problem by 

reading it over many times. 

・ボトムラインなどの設定が難しかった印象を受けました。 

・考えがいがあっておもしろい。 

・前年と異なり、交渉において明確な Bottom Line, BATNA が存在せず、合理的な理由を付して設定するのに

とても苦労しました。 

・仲裁においても交渉においても問題文、資料を読めば読むほどいろんな観点からの主張が見えてきて、いい問

題文だったのではないかと思う。 

・食品のフランチャイズということで、昨年よりも現実のビジネスがイメージしやすかったです。交渉でも合意

のパターンが数多くある部分もあり交渉自体を楽しむことができました。 

・初めて今回、問題を見ましたが、ここまで具体的につめておられるとは思わなかった。まぁ当然そうでなけれ

ばならないのですが・・。国をまたいだビジネスを本気で考えることはなかなか無い経験でしたので、非常に興
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味深かった。 

・論点が多く、時間との争いにも気をとられましたが、そこを含めての仲裁・交渉であるとも感じました。 

・論点が多かったが、レート等新しい視点の問題も増え、大変だったがやりがいがあった。 

・問題点が多い割には時間がとても短く、time management が難しかった 

・論点が多くて準備書面 1 万字にするのが大変だった。秘密情報が求めているものがわかりにくかった。 

・去年と異なり秘密情報の解釈に余地があったため、ボトムラインの設定に悩んだが、逆にチームごとに幅がで

きおもしろかったと思う。 

・特に交渉の問題について昨年まで異なり、交渉担当者に裁量が大きく与えられていたので、非常にとまどいが

ありました。その分、実際の場での柔軟性をもたせられたらもっとよかったと思いました。 

・交渉の問題、特に秘密情報の内容が、抽象的だったので自分達の立場をある程度柔軟に考えることができたの

ですが、同時にわからないことのために相手との意思疎通が難しいと感じました。 

・仲裁について：金銭の請求だけではなく、法的責任の確認など、今回の問題を通して知識を深めることができ

たのでよかった。23 号店事件とヘルシーチョイスは自分達の主張を一貫させるのが難しかった。（ワインレッド

をどう評価するか） 

 交渉について：秘密情報内でも裁量が与えられていたようなので、目標・ボトムの設定が難しかったが、勉強

になった。 

・何度読んでも読むたびに新たな発見を見つけることができました。奥が深かったです。 

・論１から論４まで 1 つ１つが独立した問題であったのは、分かりやすくてよかったです。交渉に関してあまり

具体的な数値等が記載されていなかったので、やりにくかったです。 

・良い問題だった。自分が合理的な理由をつけて目標やボトムを設定できるのは一見簡単に思えるが、その理由

付けの根拠が薄かったりして結構準備段階でも紛糾した。 

・交渉：理由や利害をもっと秘密情報に含めてほしかったです。 

・交渉の問題については、創造力を働かせるような問題であったため非常におもしろかった。 

・It is very useful for many kinds of careers because the situation between Blue+Red can happen in real life. 

・文量は多いものの、事情背景などがよくわかりとてもよかった。しかし、仲裁論点や交渉項目が多すぎて少し

つらかった。 

・例年の問題に比べて論点が多く、反面情報が少なかったので大変でした。ですがやりがいはとてもあり面白い

問題だったと思います。 

・仲裁については、論点の数が多く、準備や当日の議論に苦労しました。しかし、問題には一貫性があって楽し

みながら取り組むことができました。交渉は決定事項が明確化されていて議論がしやすい部分があったかと思い 

・レッド社、ブルー社の有利・不利も特に無く、とてもよい問題でした。 

・特に仲裁の準備に携わっていたので、仲裁についてのみ述べさせていただくと、どこも難解で、準備書面の作

成、つまり根幹の自らの主張を定めることから非常に頭を悩まされました。ただ、その分、自分自身が成長する

ことができたと思います。 

 

Ｑ５.本コンペティションの試合規則について、改善して欲しい点はありますか？ 

（御意見例） 

・書面の形式が統一されていないため、読みづらく感じることがありました。 

・論点を４つにするなら文字数・仲裁の時間をのばしてほしい。 

・パワーポイント使用の場合（仲裁・交渉）ともに、資料を 10 部用意しなければいけないのか否か不明確 

・秘密情報が漏洩しないようにしてほしい。 

・Round C のプレゼンを設けてほしいです。 
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・交渉における社長報告と審査員への報告とで今年から変わったようなので、今後シンポジウムなどでその意図

を説明していただければと思います。改善してほしい点とは少し異なりますが、準備書面や反論書に字数制限が

あるということをしっかりと審査員に伝えてほしい。 

・交渉の役職登録は、もう少し後のほうがありがたかったなと思っています。秘密情報開示後すぐに登録となっ

ていると、誰が何の論点に向いているのかわからないままの登録となってしまうので、役職ごとの向き、不向き

をいかすためにもぜひご検討いただきたいと思います。 

・Quite fair, transparent and objective, I think. 

・メモランダムに関しては、４頁で丁度よかったです。（交渉） 

・本番に資料を提出することを禁止、もしくは相手校の許可制にしてほしいです。 

 

 

Ｑ６．審査の仕方や審査項目、審査内容、表彰の方法についてご意見があればお書きください。
改善してほしい点はありますか？（審査基準、配点、審査員の数・質についても含む） 

 

（御意見例） 

・充分な準備ができないので、秘密情報の漏洩の場合に差し替え以外の方法を検討してほしい。 

・各仲裁人、judge 毎に異なる仲裁の方法が、自分はむしろ楽しみに感じました。 

・審査員として OBOG を加えるのは非常にいいアイディアだと思います。 

・色々なジャンルの審査員の方のご意見を聞けたらよりうれしいので、3 人 1 組の審査員の方に、研究系・教授

系の方とビジネス実務系の方両方が含まれているとより多方面からの勉強になります。 

 

Ｑ７－１. あなたは、可能であれば来年も参加したいと思いますか？ 

 
 

Ｑ７－２. 友人や後輩に参加を勧めますか？ 

49名, 28% 

59名, 33% 

48名, 27% 

9名, 5% 
12名, 

7% 必ず参加したい 

参加したい 

分からない 

参加したくない 

無回答 
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Ｑ８.その他、感じたこと、来年以降に向けて改善して欲しい点などご自由にお書き下さい。 
 

（御意見例） 

・OB の方に指導して頂いたのが非常に大きかったです。ありがとうございました。 

・全大学の準備書面を見ることはできますか？見本とすべき書面が少なくて困っています。 

・ビデオ撮影、資料（交渉においてパワーポイントを使うことは突然だと許可されないのでしょうか）など審査

員への通知をしてほしい。 

・ＯＢ会との交流を深める企画がほしい。 

・いろんな人と交流することができ。自分の進路などについても考える機会になりました。2 年間、参加させて

頂きありがとうございました。 

・OB/OG の方に指導に来ていただき、考え方や知識だけでなく意識も高まり本当に勉強になりました。メンバ

ー一同感謝しております。ありがとうございました。今後直接来て頂くことに限られず、テレビ電話での指導な

ど、様々な媒体を用いて OB/OG の方とつながりをもてたら、さらに全体のレベルが上がるのではと思います。

運営委員会のみなさま、OB/OG 会のみなさま、本当にありがとうございました。 

・交渉の問題をもとに、実務家や審査員の先生方だったらどう交渉するのか、というデモンストレーションの企

画があったらおもしろいと思います。 

・遠隔指導を受けることができて、本当によかったです。ありがとうございました。 

・今年から、コンペＯＢの運営委員の方に出張指導してくださったことは非常に効果的であったので、来年も同

様にご指導していただければとても助かります。 

・普段お目にかかれない先生方に、仲裁・交渉共に多くのアドバイスをいただき、大変勉強になった。来年から

の学校全体のレベルアップにつなげたいと思う。また個人的には、社会で求められる社会人像や、能力について

もアドバイスをいただき、とても良い経験だった。懇親会等の審査以外の企画も、とても充実しており、自分の

更なる成長にもつなげることができたと思う。 

・ＯＢの方が大学に来られて講義していただき、自分達に見えていない論点について指摘していただくことで、

議論が精緻にできた、来年も是非お願いしたい。 

・今年初めて参加したのですが、たくさん改善点が見えたので、是非それらを調整して来年またチャレンジした

61名, 34% 

81名, 46% 

26名, 15% 

2名, 1% 
7名, 4% 

絶対勧める 

勧める 

分からない 

勧めない 

無回答 
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いと思います。 

・I would like to thank the organization committee, judges, helpers and all participants for providing us this 

opportunity for professional and personal growth. 

・他大学との高度な交渉ができ、本当に良い大会だと思うので、来年度以降も続けてほしいと思います。 

・大学運営側が派遣してくださった弁護士の方々のアドバイスがとてもためになったので来年以降も続けてほし

いし、できればより機会を増やして頂きたい 

 


